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 EUの加盟国は、他の加盟国から、あるいは EU圏外の地域から様々な文化的背景を持つ人々

を受け入れており、移民の受け入れ社会への「統合」が政策課題として挙げられている。

移民の社会的統合へ向けた政策を推進していく上で、自治体レベルで存在する公共図書館

は地域の文化・情報の拠点として期待されている。本研究では EUにおいて、その加盟国が

共通して抱える移民の「社会的統合」に向けてどのように連携し、移民政策の要の一つで

ある教育分野において、公共図書館はどのような形で貢献できるのかを生涯学習政策と移

民の社会的統合政策の 2つの側面から調査した。 

 文献調査では、EUの生涯学習政策、移民の統合政策について EUの報告書を中心にまとめ、

さらに、EUの政策の一環で行われた公共図書館における優良実践を EUのウェブサイトから

選出し、関連する報告書をもとに調査した。フィールドワークでは、EU から資金提供を受

け移民向けのプロジェクトを行った公共図書館を実際に訪問し、図書館員へのインタビュ

ーを通してプロジェクト当時の状況や、その後の継続性について明らかにした。 

 調査の結果から、EU における生涯学習政策のなかで公共図書館の位置づけは他の教育・

文化機関と区別して明確に提示されてはいないものの、生涯学習の実践の場として公共図

書館が重要な役割を担っていることが明らかになった。また公共図書館が市民同士の交流

の機会を作りだし、移民は社会参加に積極的になり、受け入れ先の社会の市民はプロジェ

クトでの経験を通して地域の多様性、移民の文化について興味を持つようになるといった

流れが構築されていることが分かった。 

 本研究によって、EU における移民の社会的統合政策の中の公共図書館の明確な位置づけ

を明らかにすることはできなかった。今後、EU において公共図書館の価値が再検討され、

政策過程の中で明確な位置づけがなされることが期待される。           
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